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緑内障の手術治療は眼圧下降を目的とし、房水流出路を再建あるいは新規に確保、もしくは房水産
生を抑制する方法が取られる。長年この手術概念は変わらないが、近年は手術の選択肢も増え、特
に主経路の抵抗のうちシュレム管までを開放する手術として侵襲が少ない眼内法が多用され、難治
症例に対してもチューブ付きインプラントが利用でき、患者に還元できるデバイスが導入されてきて
いるのが現状である。本セミナーでは主経路へのMIGSデバイスKAHOOK dual bladeの開発者
Dr. Kahookにご登壇頂く機会を得た。また優れた臨床家のお二人にKAHOOK dual bladeと
Ahmed Glaucoma Valveによる実体験に基づいた眼圧下降治療戦略をお話し頂く。皆様の緑内障
手術治療に役立つ情報が提供できるものと期待している。
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